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□
口
繪

原
色
版
『
習
作
』
は
多
少
青
味
を
失
ひ
、

蔭

の
色
の
變
化
不
充
分
に
相
成
候
。『
代
官
坂
』

は
藤
島
氏
が
本
年

一
月
横
濱

に
て
寫
生

せ
ら
れ

し
も

の
、
大
き
さ
は
八
ッ
切
よ
り
稍

小
な
る
も

の
に
候
。『
し
け
』
は
猪
苗
代
湖
畔
戸

ノ
口
の
宿

屋
の
二
階
ょ
り
寫
せ
し
九

ツ
切
の
ス
ケ
ッ
チ
に

し
て
、
先
の
剛
き
油
繪
筆

に
て
畫

き
し
も
の
、

蔭

の
色
が

一
樣
に
な
り
し
は
印
刷
の
失
敗
に
有

之
候
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
滋
賀
縣
膳
所
町
に
於
け

る
講
習
會

の
記
事
は

次
號
に
詳
し
く
發
表
可
致
候

□
去
月
東
海
道
及
び
東
山
道

の

一
部
に
於
け
る

洪
水
に
は
、
本

誌
讀
者
讀

君

の
う
ち
に
も
、
少

か
ら
ぬ
害
を
受
け
ら
れ
し
方

々
可
有
之
、
御
困

難

い
か
ば
か
り
か
と
御
同
情
申

上
候
　
　

□
東
京

も
全
市
四
分

の

一
は
水
中
に
没
し
、
非

常

の
慘
害

に
之
有
候

ひ
し
が
、
幸
に
本
會
並
び

に
日
本
水
彩
畫

會
研
究
所
共
些

の
損
害

も
無
之

候
、
茲

に
御
見
舞
を
辱
ふ
せ
し
諸
君

に
厚
く
御

禮
申
上
候

　
　

紹

介

◎
日
本
ア
ル
プ

ス
　
　

小
島
烏
水
著

　
　

京
橋
區
中
橋
廣
小
路
　
前
川
文
榮
閣
發
行

　
　

菊
判
洋
装
三
三
○
頁
定
價
貮

圓
　

　

小
島
氏
の
山
岳

に
關
す
る
興
味
あ
る
文
字
は
今

　
こ
ゝ
に
紹
介
す
る
迄
も
な
く
世
人
の
普
く
知
る

處
な
り
、
依

て
此
書
の
體
裁
を
記
し
見
ん
に
、

先
づ
箱
よ
り
出
せ
ば
、
白

木
炭
紙

の
厚
表
紙
に

日
本
ア
ル
プ
ス
の
金
文
字
燦
と
し
て
輝
や
き
、

下
に
は
織
田
氏
の
筆
に
な
れ
る
裏
白
金
梅

に
黄

楊
羽
及
び
淺
黄
斑
の
蝶
を
あ
し
ら
ひ
し
瀟
洒
な

る
圖
案
あ
り
。
表
紙
を
開
け
ば
、鈴
木
氏

の
筆
な

る
君
か
げ
草
及
ア
ラ
ヽ

ギ
を
配
せ
し
色

の
心
地

よ
き
圖
案
を
見

る
べ
く
、更
に

一
枚
を
繰
れ
ば
、

丸
山
氏
筆
の
駒
草
、萬
年
雪
、
偃
松
を
工
風
せ
し

扉
紙

に
眼
を
奪
は
る
べ
し
。
寫
眞
は
十
二
版
の

多
き
に
及
び
、
コ
ロ
タ
イ
プ
又
は
寡
眞

版
と
し

て
何
れ
も
得
易
か
ら
ざ
る
も
の
、
別

に
大
下
氏

の
筆

に
な
れ
る
惡
澤
山
及
び

針
葉

樹

の

原
色

版
、
茨
城
、
小
杉
兩

氏

の
ス
ケ
ッ
チ

あ
り
。
漸

く
見
終
り
て
表
紙
の
裏
に
及
ん
で
、
再
び
織
田

氏
筆
の
石
南
花
の
模
樣

を
見
る
。
近
來
書
籍
装

釘

の
上

に
注
意

を
拂

ふ

事
多

く

な
り

ゆ

き
し

も
、
其
大
部
分

は
、
徒

ら

に
金
銀
を
塗
採

し
俗

目

の
喜

び
を
購

ふ

に
過
ぎ
す
、
常

に
遺
憾

に
思

ひ
し
が
、
今

此
書

を
手

に
し

て
、
其
意
匠

の
高

潔

な
る

こ
と
恰

も

高
山

の
雪

の
如
き

を
見

て
充

分

の
滿
足

を
感

じ
た
り
、
同
時

に
、
か
ゝ

る
贅

澤
な

る
装
釘

に
成

り
し

本
書

の
價

の
甚
し
く
廉

な
る

に
驚

き
た
り
。
敢

て
山
岳

と

い
は
ず
、
自

然

を
愛

し
自
然
に

趣
味
を
有

す

る
諸

士
は
、
た

ゞ
其
外

形

を
一
覽

せ
し

の
み

に
て
も
、
本

書

を

得

て
書
架

を
飾
ら
ん
と
す

る

の
念

を
禁
じ
得
ざ

る
べ
し
。

◎
東
京

十

二
景

の
う
ち
『
よ
し
町
』
　
石
井
柏
亭

君

の
筆

に
な

れ
る

一
枚
刷

の
錦
繪

に
し

て
、
江

戸
式

の
筆

法

に
て
現
時

の
風
俗

風
景

を
寫

せ
し

も

の
、
素
描

の
修
養

深
き
氏

の
こ
と

な
れ
ば
、

形
態

よ
く
整

ひ
、
色

彩

ま
た

オ
チ
ツ

キ
あ

り
て

趣
味
極

め

て
深

し
。
(
一
枚

二
十
五
錢
　
神

田
淡

路

町
一

丁
目
琅
★
發

行
)

◎
山
岳

　
第

五
年

二
號

(
一
部

三
十
五
錢

、
横

濱
市
本

町
四
丁
目
高
野
鷹
藏
方

日
本
山
岳
會

)


